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平成28年12月22日(木)午前10時20分頃、新潟県

糸魚川市のＪＲ糸魚川駅北側の木造建築物密集

地域の飲食店より出火。147棟、約30,412㎡を

焼損する大規模火災となった。当日は、日本海

側特有の乾燥した強風により、複数箇所に飛び

火が発生するなど広範囲に延焼拡大、鎮火まで

に30時間以上を要した。この火災により、17人

（うち15人が消防団員）の負傷者がでた。
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防災まちづくり大賞20年

平成28年度 全国自主防災組織リーダー研修会を開催
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防災減災
への取組

～守ろう自分を！守ろう大切な人を！守ろう大切な郷土を !! ～
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